
旧福島邸の門柱と石積塀 

 

平成 23 年に解体された旧福島邸は、木造本瓦葺平屋建、江戸時代後期の１717（享和 2）年の

建築とされる当時の建築様式を今に伝える貴重な建造物でした。 

旧宅は武家の住宅の流れをくむ建築様式であり、客人をもてなすための空間と、家族が過ごす

いわゆる居住空間とがはっきり区別されていました。明治３６年作成の図面からも、接客のための

部屋すべてに長押が施されていたことや、奥座敷には違い棚、床の間、書院窓がある伝統的な武

家住宅であったことが確認できます。 

1877（明治 10）年の西南戦争の際には、この邸宅が西郷軍の佐土原隊を率いた島津啓次郎の

宿舎となりました。西郷軍が延岡へ北上する際には、政府軍の追撃を防ぐためにこの一帯に火が

放たれましたが、福島邸は奇跡的に焼失を免れました。 

平成１９年度から同２３年度の解体直前までの５か年にわたり、宮崎県立宮崎工業高校建築科が

主屋の実測調査及び史料調査を実施し、貴重な成果を上げています。平成２３年６月には「さよな

ら見学会」と称してその内部も公開されました。解体を惜しむ多くの声を受け、門柱や石積塀とと

もに建物の一部は移築されました。 
 
長押（なげし） ------　和風建築で鴨居（かもい）の上に取り付ける横木のこと。本来は、柱を固定するための 

構造材でしたが、今では和室を装飾する造作として付けられています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧福島邸の屋根瓦　（左：本瓦葺の屋根　　右：「福」の文字がある鬼瓦）

門柱等移設前の旧福島邸位置図
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 福島邦成略年譜

 １８１９ 文政２ 当時延岡藩であった宮崎郡太田村（現：宮崎市中村町西１丁目）で誕生

 
１８３６ 天保７

延岡藩の官費で江戸で学ぶ 
古賀侗庵に入門し、さらに昌平坂学問所でも学ぶ

 １８４４ 弘化元 延岡藩の官費で京都で学ぶ

 
１８５０ 嘉永３

日向国延岡藩領内で初の牛痘接種　 
宮崎郡太田村で西洋医術内外科を開業

 １８７０ 明治３ 当時、清と呼ばれていた中国へ渡航

 １８７１ 明治４ 宮崎で最初の医学所と宮崎医院（現善栖寺境内）を設立

 １８７３ 明治６ 東京で学ぶ

 １８７７ 明治 10 宮崎出張警視病院長を命ぜられる

 １８７９ 明治 12 蒸気船日向丸を購入し、日向航路を開設

 １８８０ 明治 13 私費を投じて初代となる橘橋を架ける

 １８８７ 明治 17 私立橘病院開設

 １８９８ 明治 31 永眠　

当時の新聞記事　（宮崎日日新聞　平成２３年６月６日朝刊）


